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●ＳＯＭＰＯホールディングスの黒田でございます。 

 本日はお忙しい中、弊社電話会議にご参加いただき、ありがとうございます。 

 

●17年度決算および18年度業績予想に関して数値面中心に説明させて頂きます。 

 なお、経営戦略面につきましては、来週開催予定のアナリストのみなさま向け 

 説明会において、ＣＥＯをはじめとする経営陣よりお話しいたします。 

 

●早速ですが、2ページをご覧ください。 
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●今回のポイントをお示ししました。 

 終わった期は、20年に１回とも言える規模感になりました北米ハリケーン等 

 の国内外自然災害や、損保ジャパン日本興亜で大口事故が増加したことなどを 

 主因に、大幅な経常減益になりましたが、連結純利益は1,398億円と 

 中間期にご案内のとおり、ＳＩの組織再編に伴う税金費用の減少等によって、 

 小幅な減益にとどまりました。 

 

●2018年度は、北米ハリケーンを含めた自然災害や大口事故の発生が平常化 

 することを見込むことなどから、連結経常利益は対前年で倍増、 

 連結純利益は701億円増益の2,100億円と過去最高益を見込みました。 

   

●なお、本日開示の株主還元について補足しますと、リリース文のとおり 

 391億円の自己株式取得を決定し、前期の総還元性向を50％としました。 

 また、決算短信では今期の年間配当金予想として130円をお示ししました。 

 プラス20円の増配ペースを維持しつつ、5期連続の増配となります。 

 

●4ページをご覧ください。 
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●2017年度の決算数値は、こちらにお示ししました。 

 

●終わった期の主な増減要因について、次のページ以降で説明します。 

 5ページをご覧ください。 

 



●損保ジャパン日本興亜の保険引受利益の状況です。 

 

●北米ハリケーンのほか、平年を上回る大口事故の発生が、合計で214億円 

 に達したこともあり、対前年で176億円減益の948億円となりました。 

 大口事故の発生状況を補足しますと、 

 前年度は平年並みの100億円程度でしたが、2017年度は、火災保険と新種保険 

 を中心に250億円程度に拡大しました。 

 

●6ページをご覧ください。 
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●資産運用粗利益の状況です。 

 

●既に業績予想にも織り込んでおりましたグループ会社株式に係る 

 有価証券評価損248億円のほか、 

 キャノピアスの売却に係る有価証券売却損109億円の発生などを主因に 

 減益となりました。 

 ただし、ご高承のとおり、いずれも連結決算では大半が消去するアイテム 

 です。 

  

●こうした要因を除けば、政策株式を計画以上に削減したことなどもあり、 

 ベースとしては概ね前年度並みの利益水準が確保されたと認識しています。 

 

●7ページをご覧ください。 
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 ●連結経常利益です。 

 

●ご説明の保険引受利益および資産運用粗利益に加えて、 

 海外グループ会社を中心に北米ハリケーン等の影響を受けたことなどから、 

 連結経常利益は、対前年比で998億円減益の1,418億円となりました。 

 

●8ページをご覧ください。 
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●連結純利益です。 

 

●特殊な要因として、連結純利益では損保ジャパン日本興亜で認識する 

 ＳＩの組織再編に伴う税金費用減少等の影響プラス724億円の一方で、 

 中間期にもご説明させていただいた固定資産売却損として201億円を 

 計上しましたので、結果として、対前年比では265億円の減益にとどまり、 

 1,398億円となりました。 

 

●9ページには、北米ハリケーンなど2017年度の特殊要因の詳細を 

 ご参考までお示ししました。 

 

●10ページをご覧ください。 
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●今期の業績予想です。 

 

●連結経常利益は＋1,481億円増益と倍増の2,900億円、 

 連結純利益は＋701億円増益の2,100億円と過去最高益を見込みます。 

  

●11ページをご覧ください。 
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●業績予想のポイントをお示ししました。 

 

●前期に発生しました 

 ＳＩの組織再編に係る税金費用の減少等のほか、固定資産売却損や、 

 北米ハリケーンといったノイズがなくなり、 

 一定程度、正常化した状態を想定しました。 

 増益の要因としては、国内損保と海外を中心に、北米ハリケーン等や 

 大口事故の発生が平年並みに戻ること、 

 さらに、各事業ともきちんとオーガニック成長を実現していくことなどを 

 織り込んだものです。 

 

●12ページに経常利益段階のブレークダウンをお示ししましたので、 

 ご参考いただければと思います。13ページをご覧ください。 
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●過去5年の業績進捗率をご参考までお示しします。 

 当社は保険契約が4月に偏る特殊性があることや、 

 一般的に台風などが夏場に発生することなどもあり、中間期までは、 

 進捗率が上がらない傾向がありますが、 

 こうした要因の１つであった政策株式売却の交渉は順調で、今期は前倒し 

 での売却を極力可能とするよう努めているところですので補足します。 

 

●次の14ページに修正利益ベースの経営数値を参考掲載しています。 

 16ページをご覧ください。 
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15 



16 

●ここから、損保ジャパン日本興亜の決算概況をご確認いただきます。 

 それぞれの項目について、次のページ以降で説明します。 

 

●17ページをご覧ください。 
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●正味収入保険料です。 

 

●全体として増収を確保しました。 

 火災保険は、再保険契約の影響で正味収入保険料ベースで減収しましたが、 

 新種保険が好調に推移したことや、自動車保険で台数の拡大が実現できた 

 ことなどが奏功しています。 

  

●18ページをご覧ください。 
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●リトン損害率です。 

 

●火災保険や新種保険で、平年を上回る大口事故の影響を受けたことなどが、 

 損害率上昇の主因になります。 

 今期、2018年度は、自動車保険で修理費単価上昇を保守的に見込むなど 

 しましたが、自然災害影響の緩和などもあり、全体として、0.5ポイント 

 の損害率改善の計画です。 

 

●19ページをご覧ください。 
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●アーンド・インカードベースの損害率です。 

 

●リトン損害率同様、終わった期は、全体として、損害率は上昇しましたが、 

 自然災害影響の緩和に加え、大口事故の増加影響の剥落などにより、 

 2018年度は1.5ポイントの改善を見込みます。 

 

●20ページをご覧ください。 
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●事業費率です。 

  

●代理店手数料率が相対的に高い種目で増収したことなどの影響もあり、 

 2017年度の事業費率は若干上昇しましたが、 

 社費については、人件費、物件費ともに、 

 引き続き、きちんとコントロールできており、2018年度は改善を見込みます。 

   

●コンバインド・レシオについては、21ページに示しました。 

 22ページをご覧ください。 
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●資産運用粗利益です。 

 

●2017年度については先ほど説明のとおりです。なお、政策株式は1,000億円 

 前後の計画に対して、1,096億円と計画を超過しました。 

 

●2018年度は、前期に発生した一時的な売却損や評価損が剥落することに加え、 

 連結決算では消去されますが、ＳＩからの配当を見込むことなどもあり、 

 単体としては、対前年比で443億円増益の1,421億円の計画です。 

  

●なお、2017年度の利配収入、売却損益、評価損益の詳細は、 

 次のページでご確認ください。24ページをご覧ください。 
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●損保ジャパン日本興亜の業績予想の一覧です。 

 次の25ページには、当該予想の前提を、 

 26ページに自動車保険関係のデータを掲載していますので、 

 併せてご覧ください。 

 

●27ページをご覧ください。 
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●国内自然災害の状況について、１点補足しますと、 

 前期までの国内自然災害予算は期初430億円としていましたが、 

 最近の台風・雪害などの発生状況などを踏まえ、 

 今期は保守的に480億円で見込みました。 

 

●次のページは準備金等の参考データです。30ページをご覧ください。 
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●ひまわり生命の概況です。 

  

●順調に計画が進捗しており、2017年度の保険料等収入は引き続き拡大の一方、 

 標準利率改定の伴う責任準備金負担の増加もあり、 

 経常利益・当期純利益ともに前年度と同水準となり、期初から想定していた 

 水準は上回りました。 

 

●今期は52億円の経常増益、純利益は38億円増益の120億円を見込みます。 

 引き続き、保険料等収入が堅調に増加することなどが主因です。 

 

●17年度および18年度の当期純利益の増減要因は次のページ、 

 修正利益の算出の補足を32ページに掲載しました。 

 また、別途詳細が開示されておりますＭＣＥＶに関しては33ページに、 

 概要をお示ししましたので、のちほどご確認いただければと思います。 

 

●35ページをご覧ください。 
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●介護・ヘルスケア事業です。 

 

●介護事業の主要指標である入居率を計画どおり改善させたことを主因に、 

 これまでご説明してきたとおり、2017年度は黒字化を実現しました。 

  

●2018年度は、現状の取り組みを進めながら、入居率のさらなる改善を 

 見込むとともに、7月に予定していますＳＯＭＰＯケアの合併などを通じた 

 コスト削減にも取り組むことなどにより、さらなる増益を見込んでいます。 

 

●入居率などのトレンドは、36ページに参考掲載しています。 

 38ページをご覧ください。 
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●海外保険事業です。 

 

●トップラインは、ＳＩの新規連結開始により、2017年度は大幅増収です。 

 2018年度は、ＳＩの元受事業中心とした増収も見込みますが、 

 キャノピアスの前期収入保険料1,297億円が抜けることにより、 

 535億円減収の5,900億円水準を見込みます。  

 

●ボトムラインとしての修正利益については、 

 北米ハリケーン等の影響をＳＩの組織再編に伴う税金費用減少等でカバー 

 したことなどにより、終わった期は240億円の増益です。 

 今期は、こうした要因が剥落しますが、 

 米国元受のスペシャルティ保険を中心に着実に利益成長することなどを 

 見込み、189億円増益の630億円の計画です。 

 

●39ページに地域別のブレークダウン、 

 40ページはグループ会社別のポイントですので、後ほどご確認ください。 

 41ページをご覧ください。 
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●41ページ、42ページにSOMPOインターナショナルに関して補足しました。 

 

●ポイントを申し上げると、 

 前期は北米ハリケーン等のほか、財物保険での損害率の悪化に加え、 

 エナジー系の保険や海上保険などの一部保険種目で大口事故が発生したこと 

 などの影響を受けました。加えて、税金費用等の減少によるプラス影響が 

 あったということございます。 

 今期は、現時点で期待水準に届いていないものの、 

 一定のマーケットハード化の恩恵を受けつつ、米国元受事業を中心とした 

 着実なオーガニック成長を実現する想定です。 

 コンバインド・レシオは、89.3％の水準を見込みます。 

 

●42ページをご覧ください。 
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●表の下に注記のとおり、米国の税制改正の影響は 

 弊社グループに関しては軽微であります。 

 

●44ページをご覧ください。 
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●ＥＳＲの状況です。引き続き、健全性に問題はありません。 

 なお、45ページが実質自己資本とリスク量のブレークダウンですので、 

 のちほどご覧ください。 

 

●46ページをご覧ください。 
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●最後にグループベースの資産ポートフォリオをお示しします。 

  

●特段大きな動きはございません。 

 47ページ以降に、従来から開示している損保ジャパン日本興亜、 

 ひまわり生命に加えて、ＳＩのポートフォリオも掲載しました。 

 のちほどご確認いただければと思いますが、いずれにしても、 

 安全性重視のポートフォリオになっているということでございます。 

  

●以上で説明を終了させていただきます。 
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